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歯の欠損は要注意 !!医　療

玉
名
市
玉
名
の
㈳
玉
名
郡
市
医
師
会
立
玉

名
地
域
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
（
赤
木
純
児
院

長
）
は
こ
の
ほ
ど
、
一
般
社
団
法
人
日
本
が

ん
治
療
認
定
医
機
構
（
東
京
都
、
今
井
浩
三

理
事
長
）
が
定
め
る
「
認
定
研
修
施
設
」
に

認
定
さ
れ
た
。
研
修
施
設
と
し
て
は
県
内
18

番
目
で
、
県
北
で
は
初
の
認
定
。

認
定
研
修
施
設
と
は
、
が
ん
治
療
認
定
医

と
し
て
不
可
欠
な
知
識
、
技
能
、
臨
床
的
判

断
、
心
構
え
を
修
得
す
る
環
境
を
提
供
す
る

施
設
。
が
ん
患
者
の
診
療
数
の
目
標
は
年
間

７
５
４
例
。

ま
た
、
同
院
で
は
こ
の
ほ
ど
、
骨
粗
し
ょ

う
症
を
診
断
す
る
骨
密
度
測
定
装
置
を
導
入
し

た
。
極
め
て
少
な
い
Ｘ
線
を
利
用
し
、
着
衣
の

ま
ま
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
測
定
で
き
る
と
い
う
も

の
。
骨
粗
し
ょ
う
症
の
早
期
発
見
に
役
立
て
る

と
い
う
。

赤
木
院
長
は
「
手
術
、
抗
が
ん
剤
治
療
、
末

期
患
者
の
ケ
ア
な
ど
ト
ー
タ
ル
で
診
療
を
行
い

ま
す
。
免
疫
治
療
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
他
の

病
院
と
の
提

携
も
考
え
て

い
ま
す
。
県

北
の
が
ん
診

療
拠
点
と
し

て
、
が
ん
難

民
と
呼
ば
れ

る
方
々
を
積

極
的
に
受
け

入
れ
て
い
き

ま
す
」
と
話

し
て
い
る
。

南
館
の
増
築
工
事
が
完
了

桜
が
丘
病
院

熊
本
市
池
田
３
丁
目
の
桜
が
丘
病
院
（
堀

田
宣
之
理
事
長
）
は
こ
の
ほ
ど
、
南
館
の
増

築
工
事
を
完
了
し
た
。

こ
れ
は
患
者
の
療
養
環
境
の
向
上
を
目
的

と
し
た
も
の
。
場
所
は
既
存
病
棟
西
側
の
旧

病
棟
跡
地
。
増
築
部
分
の
建
物
は
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
り
３
階
建
て
、
延
べ
床
面
積

１
９
１
６
㎡
。フ
ロ
ア
構
成
は
１
階
が
病
室
、

作
業
療
法
室
、
２
階
が
病
室
と
浴
室
、
作
業

療
法
室
、
３
階
が
作
業
療
法
室
と
テ
ラ
ス
。

病
室
は
す
べ
て
個
室
で
合
計
30
床
。

増
築
工
事
完
了
に
伴
い
、
既
存
病
棟
の
工

事
に
着
手
し
、
す
で
に
新
耐
震
基
準
を
満
た

し
て
い
な
か
っ
た
部
分
の
耐
震
補
強
工
事
は

完
了
し
て
お
り
、
患
者
一
人
当
た
り
の
床
面

積
を
広
く
す
る
た
め
６
人
部
屋
を
４
人
部
屋

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
。
増
築
部
分
と
合
わ

せ
た
南
館
の
病
床
数
は
１
０
６
床
と
変
更
は

な
い
。
病
院
全
体
の
病
床
数
は
２
２
１
床
。

全
体
の
投
資
額
は
約
７
億
５
０
０
０
万
円
。

工
事
完
了
後
は
北
館
と
南
館
の
病
棟
構
成

を
変
更
し
、
南
館
に
う
つ
病
専
門
病
棟
、
新

館
に
高
齢
者
病
棟
、
閉
鎖
病
棟
と
い
う
構
成

に
な
る
。
工
事
完
成
と
病
棟
構
成
の
変
更
は

３
月
を
予
定
し
て
い
る
。

嘉
島
町
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
建
て
替
え

嶋
田
病
院

医
療
ニ
ュ
ー
ス

医
療
ニ
ュ
ー
ス

医
療
ニ
ュ
ー
ス

医
療
ニ
ュ
ー
ス

病
院
敷
地
内
に
新
立
体
駐
車
場

九
州
記
念
病
院

熊
本
市
水
前
寺
公
園
の
医
療
法
人
社
団
岡

山
会
（
岡
山
洋
二
理
事
長
）
が
建
設
し
て
い

た
新
し
い
立
体
駐
車
場
が
こ
の
ほ
ど
完
成
、

運
用
を
開
始
し
た
。

場
所
は
熊
本
水
前
寺
公
園
郵
便
局
の
東
側

に
あ
る
病
院
敷
地
内
の
水
前
寺
公
園
参
道
側
。

敷
地
面
積
は
約
60
㎡
で
駐
車
場
の
高
さ
は
約

38
ｍ
、
幅
が
７
ｍ
、
収
容
台
数
は
36
台
で
ハ

イ
ル
ー
フ
車
に
も
対
応
し
て
い
る
。
同
病
院

で
は
本
館
東
側
の
電
車
通
り
沿
い
に
も
64
台

収
容
の
立
体
駐
車
場
を
備
え
て
い
る
が
、
車

高
制
限
を
超
え
る
車
両
に
つ
い
て
は
敷
地
内

の
ロ
ー
タ
リ
ー
に
平
置
き
し
て
い
た
。

同
病
院
で
は
「
よ
り
多
く
の
車
を
収
容

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
来
院
し
や
す
い
環

日
本
が
ん
治
療
認
定
医
機
構
認
定
研
修
施
設
に

玉
名
地
域
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー

境
が
整
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
患
者
さ

ん
が
主
役
の
、
地
域
に
密
着
し
た
病
院
運

営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
」
と
話
し
て
い
る
。

▲工事が完了した南館の増築部分

▼

導入した骨粗しょう症を診断する骨密度
測定装置

▲完成した新立体駐車場（右）と病院本館
（左）

▲嘉島町鯰に建て替えた「嘉島クリニッ
ク」

熊
本
市
練
兵
町
の
医
療
法
人
如
水
会
嶋
田

病
院
（
嶋
田
英
敬
理
事
長
）
は
こ
の
ほ
ど
、

嘉
島
町
鯰
の
「
嘉
島
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
を
建
て

替
え
、
稼
動
を
開
始
し
た
。

こ
れ
は
患
者
数
の
増
加
に
対
応
す
る
た

め
。
場
所
は
嘉
島
郵
便
局
西
側
。
敷
地
面
積

は
３
５
９
㎡
、建
物
は
鉄
骨
造
り
３
階
建
て
、

延
べ
床
面
積
は
６
１
６
㎡
。１
階
は
待
合
室
、

事
務
室
、
検
査
室
、
簡
易
リ
ハ
ビ
リ
室
な
ど
。

２
階
が
透
析
室
、
３
階
に
会
議
室
な
ど
を
設

置
し
た
。

ベ
ッ
ド
数
は
66
床
か
ら
74
床
に
増
や
し

た
。全
自
動
の
透
析
用
監
視
装
置
を
使
用
し
、

外
来
透
折
に
特
化
し
た
診
療
を
行
う
。
職
員

数
は
30
人
。

嶋
田
理
事
長
は
「
当
院
の
特
徴
で
あ
る
長

時
間
透
析
治
療
を
快
適
に
受
け
て
も
ら
う
た
め

に
、
快
適
か
つ
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
づ
く
り
に

努
め
ま
す
。
常
に
適
度
な
緊
張
感
を
持
つ
こ
と

を
モ
ッ
ト
ー
と
し
、
人
材
開
発
や
技
術
開
発
、

電
子
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
」
と
話
し
て
い
る
。


